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甲山浄水場の水は、市内２３箇所あ
る浄水場の全浄水量の約１/２を受
け持っており、その配水エリアは図
に示しているとおり広範囲にわたり
ます。

甲山浄水場の配水エリア
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：甲山浄水場の
配水エリア



甲山幹線（1工区） 0.1km
（施工済 H29）

甲山幹線（2工区） 1.2km
（施工中 Ｈ30～R2）

対象事業
①甲山低区配水池耐震化事業
②甲山浄水場更新事業
③甲山幹線更新事業
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甲山低区第２
配水池 新設
容量14,000ｍ3

（施工中 H30〜R2）

甲山浄水場
60,000m3/日
（S45年整備）

新浄水場（予定地）
（施工予定 R4～8）

甲山低区第１
配水池 耐震補強
容量14,000ｍ3

（施工予定 R2〜3）

移
転

新導水管

甲山幹線

位置図



甲山高区配水池

甲山浄水場

①甲山低区配水池耐震化事業

5

甲山低区第２配水池
H30～R2（施工中）

甲山低区第１配水池
R2～R3（施工予定）
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・姫路市の約１／３の人口へ配水する基幹配水池

（配水池容量１４,０００ｍ3）

・約４５年が経過し老朽化、耐震性能不足

・配水池容量が基準容量に満たない

・断水や減水ができない

低区第２配水池（配水池容量１４,０００ｍ3）を新設し、
水運用を切り替え、低区第１配水池（既設）を耐震補強

低区第１・第２配水池の両方で配水

甲山低区配水池耐震化事業の概要①
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・スケジュール
平成３０～令和２年度

甲山低区第２配水池新設工事

令和２～３年度

甲山低区第１配水池耐震補強工事

・総事業費

約３０億円

整備の効果

新配水池（甲山低区第２配水池）に緊急遮
断弁（大規模地震の時に自動で配水停止
する弁）を設置します。

非常時に14,000ｍ3の水を貯水しておくこと
が可能となります。

全市民に対して約１週間分の応急給水量
が確保できるようになります。

応急給水訓練の状況

甲山低区配水池耐震化事業の概要②



令和 ２ 年度
施工箇所

撮影方向

甲山低区第２配水池新設工事（工事状況写真①）

令和 ２ 年 ６ 月現在
ドローンによる撮影
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甲山低区第２配水池新設工事（工事状況写真②）

配水池の内面塗装
（ポリウレア塗装）が完了

緊急遮断弁（φ800）の動作確認検査 配水池の壁鉄筋の組み立て状況
（銀色に見えるのがPC鋼棒等のシース管）



現浄水場から南へ約７００ｍの水道局所有地とその周辺地を買収し、新浄水場を
建設

・市内２３箇所の浄水場の１日当り平均浄水量１１２，８００m3の約１／２を占める

基幹浄水場

・１日あたり６０，０００m3の浄水能力

・約５０年が経過し老朽化、耐震性不備

現在地での更新案や県の船津浄水場との施設共同利用案など複数案について
比較検討した結果、最もトータルコストの優れる「新浄水場建設案」に決定

②甲山浄水場更新事業
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・建設期間
令和４～８年度

新浄水場建設予定地

既設甲山浄水場

市川

平田川

・建設場所
姫路市豊富町豊富1610番地ほか

・浄水処理方式
急速ろ過方式（現在と同方式）

・浄水処理能力
６０，０００ｍ3/日（現在と同能力）

甲山浄水場更新事業の概要
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・事業方式
PPP/PFI方式



出典：google

新浄水場の建設予定地
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事業予定地

財務省用地

水道局所有地



新浄水場完成予想図
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年度 H30 R元 R2 R3 R4 R5

設
計
・
建
設
関
係

用
地
関
係

工事
（～R8)

事業者に
よる設計

アドバイザリー業務
（実施方針・要求水準書作成支援等）

基本計画及び
官民連携導入可能性調査

用地
鑑定

●地元説明

用地確定 用地買収

●事業者選定

モニタリング業務
（～R8）

●農用地区域からの除外

●PPP/PFI検討会議

実施方針等公表●

事業スケジュール
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～ 県水受水の供給点を移設する事業 ～

甲山低区
第1配水池

【県】
船津浄水場

既設：第５供給点

【市】
甲山浄水場

甲山高区
配水池

御蔭隧道
配水池

北平野配水池
太市配水池

◇工事概要

県水受水の供給点を
既設の第５供給点(姫路市豊富町豊富地内)から
御蔭供給点(姫路市豊富町御蔭地内)へ切替える
ことにより、新浄水場の建設が可能になるととも
に、将来的なコスト縮減につながる。
。

◇建設期間

令和２～３年度

既設：第５供給点

供給点移設

播
但
道

船津浄水場

甲山浄水場

市
川

御蔭隧道
配水池

播但連絡道路

御蔭

出典：Google

第５供給点移設事業（御蔭供給点新設）

新設：御蔭供給点

新設：御蔭供給点
（15,000㎥/日）

供給点移設

→廃止
（15,000㎥/日）

イメージ図
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新浄水場
用地



甲山幹線
１工区 0.1km
（施工済 H29）

甲山幹線 8.5km
（施工予定 R8～15）

姫路駅

甲山幹線
２工区 1.2km
（施工中 Ｈ30～R2）・甲山低区配水池から姫路駅南までの市街地中心

部を含めた広いエリアに配水している重要な幹線

・布設から４０年以上経過

③甲山幹線更新事業

甲山幹線
３，４，５工区 2.8km
（施工予定 R3～7）
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事業期間：H29～R15
延長：約12.6km
口径：φ800～300
総事業費：約100億円

甲山低区
配水池
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甲山幹線（第２工区）布設替工事の概要

・場所
姫路市豊富町豊富地内外

・期間
平成30年度～令和2年度

・内容
トンネル工（φ1100）施工延長 1,233m
（推進延長416m＋シールド延長817m）

配管工（φ800）施工延長 1,236m
（トンネル内に鋳鉄管を挿入）

立坑築造工
発進立坑 １箇所
通過立坑 １箇所
到達立坑 １箇所
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甲山幹線（第２工区）布設替工事（工事状況写真）

発進立坑から推進管
を押している状況

掘進機工場検査 通過立坑に到達した
掘進機の状況



H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

甲山低区配水池
耐 震 化 事 業

甲 山 浄 水 場
更 新 事 業

第 ５ 供 給 点
移 設 事 業

甲 山 幹 線
更 新 事 業

年度
事業名

第２配水池

第１配水池

市川水系関連事業整備スケジュール

新浄水場建設

旧浄水場撤去

２工区

３工区

４工区

５工区

６工区以降
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●供用開始



甲山低区配水池の耐震化、甲山浄水場・甲山幹線の更新に
より姫路市の配水池耐震化率、浄水施設耐震化率、基幹管
路耐震適合率が大幅に改善。

→ 災害に強い水道を目指す

④ 整備効果
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 令和３年度の甲山低区配水池の耐震化完了により、配水池耐震化率は53.4%となり、

15.9ポイント上昇。 【全国平均（H30） 56.9％】

 令和８年度の甲山浄水場の更新完了により、浄水施設耐震化率は48.2%となり、

36.6ポイント上昇。 【全国平均（H30） 30.6％】

 令和15年度の甲山幹線の更新完了時には、基幹管路耐震適合率は48.1%となり、

18.1ポイント上昇。 【全国平均（H30） 40.3％】
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